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第第第第３３３３３３３３回愛知学院大学回愛知学院大学回愛知学院大学回愛知学院大学モーニングモーニングモーニングモーニング・・・・セミナーセミナーセミナーセミナー

２００８年１２月９日

「「「「なぜなぜなぜなぜ12121212月月月月はははは
歓喜歓喜歓喜歓喜のののの歌歌歌歌なのかなのかなのかなのか？」？」？」？」

－－－－第九第九第九第九のなぞをのなぞをのなぞをのなぞを探探探探るるるるーーーー

名古屋音楽大学名古屋音楽大学名古屋音楽大学名古屋音楽大学
教授教授教授教授 田中田中田中田中 省三省三省三省三 先生先生先生先生
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■■■■ 1824年5月7日 ウイーン宮廷劇場～世界初演
指揮者：ウムラウフ＆ベートーベン

■ 1919年6月1日 徳島坂東捕虜収容所～日本初演
指揮：軍楽長ハンセン

■ 1924年11月29日 東京音楽学校～日本初演
～30日 指揮：グスタフ・クローン

■ 1928年12月18日 新交響楽団の第40回定期演奏会
～19日 指揮：近衛秀麿（独唱者はドイツ人）

■ 1930年2月22日 新交響楽団の第６４回定期演奏会
指揮：近衛秀麿

～すべて日本人で初演～
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■ 日本で第九が広まった理由～

１） 「歓喜の歌」が長く賛美歌として歌われたこと。
賛美歌140番 （譜例）

２） 「歓喜の歌」が唱歌としても広がった。
昭和22年学習指導要領音楽譜で6年の教材

３） 「歓喜の歌」が昭和37年、中学1年の教材の
必修共通教材に指定
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１） ベートーベンの「田園」、「運命」などの演奏も多く、ベートーベン好きである。

２） 地方都市に立派な会館があり、第九を上演できる空間がある。

３） アマチュア合唱団がプロのオーケストラや独唱者と競演できる音楽体験が可能。

４） 第九は満員の客が動員でき、興業のメリットがある。

５） ドイツ語の発音を覚えて、1回ではもったいないから継続する。

６） 歓喜の歌は誰にでも覚えられるシンプルな旋律である。

７） シラーの詩が人類愛としてすばらしい。

■ 第九第九第九第九はなぜはなぜはなぜはなぜ年末年末年末年末のののの風物詩風物詩風物詩風物詩になったのかになったのかになったのかになったのか！！！！

ベルリンでは、戦前からニューイヤーコンサートとして大晦日の深夜に第九を
演奏する機会が多く、それが日本に持ち込まれたのではないか。欧米では著
名な指揮者でもなかなか第九の指揮経験はもてないが、日本では結構若い指
揮者でも平気で降らせてもらえる。
カラヤンでさえ、1年に1～2回だった。つまり日本では、世界の平均回数をはる
かに超え、第九天国とさえいえる。なぜこんなに多いのであろうか？
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『賛美歌』（昭和6年版）
第140番に掲載された

「喜びの賛歌
（Hymn to Joy)
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